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杉並区子ども ･子育て行動計画進捗状況報告書く平成2 4 年度)

個別事業については下記の基準で評価しています。
評価記号 数値での目標設定 ｢実施｣ ｢充実｣｢拡充｣｢推進｣

◎
目標を達成している

(100 % )

前年度の実施内容を維持

又は水準を向上して実施

前年度の実施内容

+

新たに実施するものが付加

されている

O
目標をほぼ達成している

(8 0 % ~ )

実施されているが、実施内容を

80 % ~ に縮小(一部実施)

前年度の実施内容を一部

改善し、水準を維持している

△
前年度と同水準で推移している

(5 0 % ~ )

実施されているが、実施内容を

50 % ~ に縮小 (一部実施)

前年度の実施内容を維持し、

新たな内容(又は改善)に

ついて検討が進んでいる

▲

目標に向けて取り組みを進めて

いるが予定された水準に達して

し･なし、

(3 0 % ~ )

実施されているが、実施内容を

30 % ~ に縮小 (一部実施)

前年度の内容を維持している

が、検討が進んでいない

●
事業の方針見直しるこ伴い

目標の変更等があった 実施見直し等による目標変更
実施見直し等による目標変更

×
突発的事象により目標達成が

困難だった

突発的事象により実施でき

なかった

突発的事象により、縮小または

実施できなかった



推進プラン 1 仕事と生活の調和の実現を図ります

計画 事業名 事業内容 23年度 , 24 4玖度 事業
導出麿

26年度末
目標値ゆ奴 ,

‘‐.-- 計画 空紹

1

保育園･学童クラブ
の待機児童解消

1‐ 1 - 1

保育園等の受入の拡
大(定員… 弾力運営
含む)

老朽化した認可保育園の改築等に併せた定員の拡大や既
存園の定員の見直しを行います。

認可保育園62所
定員 54 13人
(平成24年4月 1日
現在)

認可保育園62所
定員 5,424人

認可保育園63所
定員 5,53 1人
(平成25年4月 1日
現在)

O

認可保
育園 62
所
定員
5,540人

1ー 1ー2

認可保育園の増設

区有地や区施設等を活用し、認可保育園の整備を図りま
す。

保育至から認用係
育園への転換に向
げた検討･調整

推進

認可保育園の開
設 1所

新規保育園開設に
向けた施設整備･
運営に関する提案
公募選定

◎ 新設 3所

向けた施設整備･
運営に関する提案
公募選定

1ー 1ー3

認証保育所の増設

都独自の--一言瑶影 Fス南富…. - - …-一役宮前Uノ設置によ
り、区民の多様なニーズに応え、待機児解消を図る。また、
都と区が連携し運営指導を行い、事業者に対し開設時経
費及び運営費の補助、保護者に対し保育料の補助を行う
ことにより、認証保育所の保育サービス水準の維持向上に
努めます。

認証保育所
1 9 所
定員62 2人

認証保育所
2 0 所

認証保育所
2 0 所
定員6 5 5 人

◎

認証保
育
所 1 8
所
定員
5 6 9 人
(2 5 年
度
目標)

1ー 1ー4

杉並区保育室･グ
ループ保育室等の整
備･実施

待機児童の緊急対策として、区が設置する保育室を整備
し、待機児童の解消を図かります。

区立保育室
整備

直営型 1室(50人)
委託型 3窒○俗人)
累計

直営型 7室 (188人)
委託型 10室(341人)

グループ保育室
累計2室(定員45人)

区立保育室
癰備
委託型 l室

グループ保育室
累計2室(定員45人)

区立保育室
整備

委託型 l室(30人)
累計

直営型 7室 (188人)
委託型 ℃室(336人)

グ′レブ保育室
累計2室(定員45人)

◎

区係菌
室
13所
定員351
人

グループ
保育室
3所



家庭福
祉員
16人

2



計画 事業名 事業内容
23年度 ,

“ 24 度 拳巣 26年度末

2

保育の質の向上

1ー 2 ー 1

(仮称)保育プログラム
の策定

区立保育園で実施してきた、乳幼児期のr生きる力、学ぶ
喜び(好奇心･探究心･思考力)｣を育む保育を体系化した
保育実践方針を策定し、各保育施設で活用し、更なる保育
の質の向上を目指します。

所轄の各保育施
設及び保育課内に
配布

｢保育実践方針｣を
各保育現場で広く
活用し、深く浸透さ
せる。

保育実践方針を実
施してさらなる保
育の賞の向上を図
る。

O 実施

1 ー 2 ー2

就学前教育振興ピ
ジヨンの策定･子供園
育成プログラムの推
進

区立子供園における幼児育成方針である｢育成プログラ
ムJの実施により、幼児教育の充実を図るとともに、家庭教
育を含めた0歳から就学前までの幼児の発達段階に応じた
幼児教育･保育のあり方を明らかにし、区としての総合的な
取り組みを推進するため、教育委員会と連携し『就学前教
育振興ビジョン｣を策定します。

検討･推進
検討･策定
推進

検討･策定
推進 ◎ 推進

1 ー 2 ー 3

保育に関する基準･費
用負担のあり方の検
討

0 保育所入所を希望する乳幼児のうち、保育を必要とする
乳幼児の入所を実施します。
･保育所入所の申込みの受付、調査等を行い、選考会議で
入所児童を決定します。
･入所児童に対し、保育料を賦課･収納、滞納整理、保育実･ ′4 .-- 一二こて議、ます。= ひJT1t…ず

検討 検討 検討 O 実施

1 2 争

認可保育園の耐震
化･耐震対策の推進

区が作成する耐震化プログラムに基づき、認可保育園の
耐震化を図かります。

阿佐谷南保育園
耐震工事の設計･
施工

堀ノ内東保育園

耐震工事の設計･
施工

東京都との調整

阿佐谷南保育園
耐震工事完了

堀ノ内東保育園
東京都と耐震工事
の設計･施工

O 推進

県ノホ、君彬｣ l眠り歴褻｣L判料

計画等の調整

計画 事業名 事業内容 目
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4

事業内容
23年度 ! 24生三度 事業

達成度
26年度末
目標値昊纈

- -
口I巴巴 ラ島禧膊

3

多様な保育サービ
スの展開

1ー3ー 1

延長保育実施園の拡
充

′□-- ･
" - ] “‐-- -~ - -

-夕擦化や通勤事情に対応した保育
サービスを確保するため、延長保育を区立保育園で実施し
ています。また急な残業などに対応するため、1日単位で
子供を預かる延長スポット保育の充実を図ります。

･区立保育園
新規2園実施
(累計40園)
･私立保育園
累計円園

区立保育園での
新規実施について
検討

･区立保育園
新規実施なし
(累計40図)
･私立保育園
累計12園

△ 累計
44園

1 -- 3 -- 2

病児･病後児保育の
充実

病気やケガの安定期から回復期までで通園が困難な時期
の乳幼理ずず÷“凸か刈啄じ9 0
医療機関に付設された専用スペースに、看護師と保育士を
配置した施設で、病気やケガの病状安定期から回復期の
保育を行し、ます。

病児保育
累計 1 所

病児保育
累計 1所

病児保育
累計 1所 ◎

病児
保育室
2所
病後児
保育室
1所



5

計画 事業名 事業内容 ,
23 又 , 24年度 事業 26年度末
,実績 ･ 計画 実績 達成度 目標値

4
1一4ーー 子育て期において多様な働き方を選択することができ、男 企業訪問による 企業訪問による 企業訪問による



推進プラン 2 子育て家庭や地域の子どもを育てる力を応援します

計画 拳朱‐壱 ヱ
･

達高度 目標値字溶 計画 実績

1

子育てを地域で支
え合うしくみづくりの
推進

2 ー1ー 1

子育て応援券事案の
推進

0 乳幼児のいる子育て家庭が、子育て応援券でサービス
を利用することで、地域の中でいろいろな人と関わりながら
安心して子育てができるよ引こします。

0 子育て支援サービスを提供する事業者を増やし、地域に
子育てを応援する人を増やします。

サービス提供事業
者数 854

応援券交付(購
入)者率 48.1 %

サービス提供事業
者数 1,050

応援券交付(購
入)者率 50.0 %

サービス提供事業
者数 882

応援券交付(購
入)者率 4 1.7 %

O 推進

2 ー1ー2

子育てサイトの充実

子どもが自らの可能性を広げ、存分にその力を発揮でき、
子育て家庭が子育ての楽しさや幸せを実感でき、子ども･
子育て家庭を温かく見守り、力強く応援する新しい地域社
会をつくります。
インターネットの活用により、子育てに関するサイトを区民
とともに運営します。

サイト掲載情報
毎月更新
特集 隔月更新
すぎラボ特集
毎月更新

サイト掲載情報
毎月更新
特集 隔月更新
すぎラボ特集
毎月更新

サイト掲載情報
毎月更新
特集 隔月更新
すぎラボ特集
毎月更新

O 充実

2 ー1ー3
乳幼児親子や、子育てを応援している団体、企業などが
集い、知り合い、つながりあうきっかけとなるよう、｢すぎ
なみ子ども･子育てメッセを開催してし、ます。

平成2 4 年2月 19
日
(日)開催
来場者 2 , 9 0 0
名

参加団体 8 3
(協賛を含む)

平成2 5年3月 10
日
(日)開催
来場者 3 , 0 0 0
名

参加団体 8 3
(協賛を含む)

平成2 5 年3月 1 0
日
(日)開催
来場者 2 , 9 0 0
名

参加団体 8 1
(協賛を含む)

O

開催
1回

参加
団体
拡充

の育成と親育ちの支
援

2 ー1ー4

地域子育てネットワー
ク事業の充実

｢出会い、ふれあい、支えあし、jを合言葉に、地域の課題や
ニーズに合わせた講演会やまつり等の事案により世代を
超えた区民の交流を図り、子育て家庭を支援します。ま
た、行政機関や地域団体等との連絡会を開催し、地域で子
育て家庭を見守り、支援していくネットワークの強化に努め
ます。

ネットワーク事業
参加者数
92,872人

ネットワーク事業
参加者数
10 6,500 人

ネットワーク事業
参加者数
100,0 15人

◎ 117,000人

6



計画 事業名 事業内容 2ご÷度 24姿三度 事業
"幸祁麿

26年度末
目標値立地 計画 宰銭

2【 1ー5

地域運営学校 (コミユ
ニティ･スクール)の拡
充

栂-
。ひも暁
ル望む言が、合議制の機関である学校運

営協議会を通じて、一定の権限と責任を持って学校運営に
参画する｢地域運営学校 (コミュニティー･スクール)｣を指定
し、地域に開かれ、信頼される学校づくりを目指します。

新規 3校
累計 12校

新規 3校
累計 15校

新規 2校
累計 14校 ◎ 推進

2ー 1ー6 学校と地域の連携体制の構築を図るため、｢学校支援本
部｣の設置を支援していくとともに、学校サポーター、学生
ボランティア、外部指導員など地域人材の発掘･育成に取
り組んでいきます。

全校 全校 全校 ◎ 全校
援･拡充

2ー 1ー7
0 歳から修歳までの子どもの育成や教育をコミュニティの
問題として考え、｢学校J、『家庭｣、｢地域｣が責任をも分担
し合って、子どもたちが生きる力と豊かな心をはぐくみなが
ら健やかに育つ、活力あるまちを実現するための組織で
す。

設置
(モデル地区1所)

新規設置1所
(モデル地区2所)

設置
(モデル地区便所) ◎

設置
地区
の
拡大の設置

計画 事業名 事業内容
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計画 事業名 廳坐巾爽 牛皮 244

計画
度 事案 ^ ^ ~

- ,.【小
目騨性

2

親のつながりづくり
と学びあいの推進

2ー2 ー 1

乳幼児親子のつどい
の場の充実

核家族化や地域の人間関係の希薄化等により、精神的に
ゆとりをもって子育てできる環境が求められています。親子
の居場所や地域の仲間作りができる場として、つどいの広
場を身近な地域に設置します。児童館ゆうキッズ事業では
乳幼児のくつろぎの居場所として、親子で楽しめるプログラ
ムや行事、講演会や相談活動を実施し、子育てを通じたつ
ながりを作ります。

※( )内数値は、地域子育て支援拠点事業の箇所数

運営費補助
従事者研修実施
2 回

ゆうキツズ事業
児童館41所

運営費補助
従事者研修実施
2回

ゆうキツズ事業
児童館41所

運営費補助
従事者研修実施
2回

ゆうキツズ事業
児童館41所

◎

つどし、の
広場
5所(5所)
ゆうキツ
ズ事業
児童館
41所
(19所)
(計24所)

2 ー2ー2

｢家庭学級｣を通した
親の学び合いの場の
提供と支援

地域の豊な関係づくりを目指すため地域団体が企画する、
家庭教育をテーマとした講座を共催します。

2 T講座 3 0 講座 T T講座 △ 実施

2 ー2ー3

父親の家事･育児諸
座の実施

-= - -… “ ｣ ! A:ふとした事業を実施し、親子同士の交.･廿三口に守にメ
流 ･ゞ 親子で共通の体験をすることを通し、父親が育児に参
加するきっかけを作ります。

78回 拡充 105回 ◎ 拡充
里班等にメ

計画 、事業名 曲坐巾爽
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9

計画 事業名 事業内容
23年度 , 2 度

達
事
成
業
度 目標値実績 計画 実績

3

地域の子育て支援
者の育成

2ー3ー 1

すぎなみ地域大学の
子育て支援講座の充
美

すぎなみ地域大学で実施している子育て支援講座をより実
践的な内容に工夫し、受講後に様々な場で子育て支援活
動の担い手として主体的に活動できる人材を育成します。
また、受講者のニーズに合った活動ができるよう支援しま
す。

彬儼 ÷→ - … . " * 地域で子育て支援
講座 開催･運営 ◎ 充実肥桝に丁-西 ｣又娠

講座 開催･運営 講座 開催･運営

2ー3ー2

子育て支援者のスキ
ルアップ研修の実施

地域において、子育て支援の担い手となっている区民に対
し、子育て支援活動の実践的なスキルを学ぶ機会を提供
し、子育て家庭とのより良好な関係づくりを支援します。

スキルアップ研修
の実施

スキルアップ研修
の実施

スキルアップ研修
の実施 ◎ 充実

2ー3ー3

区民･N P O 等の自主
的活動の支援とネット
ワークづくり

児童館などにおける子育て支援グループの育成、支援の
中で、区民の特技等を活かしたプログラムが実施できる機
会をつくり、企画や活動へのアドバイスを行うことで、グ
ループづくりや自主的活動を支援していきます。
地域の中で、連携･協働が進められるよう、子育て支援の
ネットワークづくりを推進します。

児童館ボランティア
1 0 9 6件

母親クラブ活動費助
成14団体

充実

児童館ボランティア
1 2 7 9 件

母親クラブ活動費助
成13団体

O 充実

2 ー3ー4
家庭教育･子育てに関わる団体が、地域で取り組む様々な
活動や事業の質を高めるため、専門家の話さ三響これり、
｢家庭学級Jの開催状況を含め、団体同士で情報や意見を
交換しながら、団体の力量形成を図るため開催していま
す。

1回 1回 1回 ◎ 実施

開催
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計画

4

安心して子育てが
できる生活環境の
整備

事業名

2ー4 ー 1

授乳･おむつ替えので
きる施設の整備

事業内容 .
･

お店や病院、区立施設などで授乳やおむつ替え･休憩がで
きる施設の情報を｢いってきまっぷ｣に掲載し、外出の安心
感を高め、まち全体で子育てを支援します。

- -23年度
実績 ,

｢いってきまつぷ｣
掲載 3 3 施設
(新規3件)

,. 24生

:計画

実施

三度

実績

｢いってきまつるミ｣
掲載 3 5 施設
(新規2件)

事業
達成度

O

26年度末
目標値

推進

2一4 2

バリアフリー協力店の
普及･啓発

障害者や高齢者、子ども連れの方や妊娠している方など、
すべての人に使いやすく、わかりやすい対応ができるお店
を｢バリアフリー協力店｣として登録していただき、店舗数拡
大･情報提供をすることで、外出しやすいまちを目指しま
す。

597店舗 900店舗 776店舗 O
1 0 0 0

店舗

2 ー4 ー3

駅周辺の整備

駅を中心とした市街地において、鉄道事業者などと協力
し、駅前広場や南北自由通路の整備、バリアフリー化を推
進し、安全性を高め快適、虹“ - - -

“ “一幟 " &害滋字:ます。▲'"‐、尹.爾

･荻窪駅 西ロバリアフ
リー整備完了
･高円寺駅 南北駅前
広場接続道路整備完
了

･JR荻窪駅西口改札と
JR快速線を結ぶミエレ
ベ タ の設計完了

･JR荻窪駅西口改札と
JR快速線を結ぶ{エレ
ベーターの設計完了

◎ 推進

2 ー4ー4

街路灯の整備

区道に街路灯を設置するとともに、老朽化した危険な街
路灯の計画的な改修、照度向上のための器具の交換等を
行い、交通安全と防犯対策を進めます。

区道新設数
2 7 灯

3 0 灯 3 2灯 ◎ 推進



計画 事業名 事業内容 .
＼

.
23年度 , 24年度 事業 26年度末
空籤 “ 計画 堂錨 ≧幸乕麿 目標値

2 ー4 一5

1““■‘““■“ 鰡蜜蝋巍覇業死讓翻意g 群舞強
辯 難抽せん制度を優遇抽せん制度を優遇抽せん制度を o 推進

.
実施 実施

抽せん制度の推進

2 ー4 ー6

““““機織 醸燻製異義纖繃 翳携裂
を鸚襲翳薹覊瀦華麗鬱全支援隊 推進 費

全支援隊
◎ 推進

策の拡充 延べ2,038日

をg
‐巡翳 饌 蝦 沼 鰯隊

施
(平日&2。~ 1薦) 襁協成蝋離団 見守り 148団体 悉う驫燐裝騎団区委託民間警備会社(24時間365日) 体) 体)

通学路の子どもの見
区内地域防涎白土団体(随時)

ラ琶鱗総8もはき蒲議会凌総突多能薹濠議篭漱
◎ 推進

守りや犯罪発生情報
子ども安全ボランティア(随時)

のメール配信の推進 .犯
子雛
菱
も
生襲騨り
の
情
配疑子ども安全に関わる事件の発生時) 情報配信 邸件 情報配信 *

2ー4ー8
平日夜間.休日における小児科の急病診療を実施する協 小児急病診療協 小児急病診療協 小児急病診療協

鰯救急医療体制の 醇 縣救
確
急難濠
休
の
白
提議
夜
体翳護瀕
診滌趨勢鉢日当番医と併力医療増機関

堆 増機
関
関
力医療明機関

◎ 推進

計画 事業名 事業内容 目

11
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計画 事業名 事業内容 -
2 3年度 - 24次三度 事業

達成度
26年度末
目標値実績 計画 , 実績

2ー4ー9

小児救急相談の充実

小児急病相談や医療機関案内を行い｢急病医療情報セ
ンター｣事業を実施します。また、子どもの急病･誤飲に関
する小冊子を就学前の子どもを持つ家庭へ配布するほ
か、小児急病に関する講演会を開催し、救急対応の知識
の普及 ･啓発を図ります。

急病医療情報セン
夕-

1所
小児急病対応･誤
飲処置の冊子配
布

4,300部
小児急病に関する
講演会

10回

急病医療情報セン
夕-
1所

小児急病対応･誤
飲処置の冊子配
布
4,300部

小児急病に関する
講演会
10回

急病医療情報セン
夕-

1所
小児急病対応･誤
飲処置の冊子配
布

4,450部
小児急病に関する
講演会

10回

◎ 推進

2 ー4一 lo

かかりつけ医･歯科
医･薬局の促進

一丁.こ一〕一｣▼̂‐▼̂▼てコ･ジヴ双且･J n巴L多t ヒロ ｣ /コメJ一二二 ‘J . ･ Cメリ･
かかりつけ医･歯科医･薬局の普及･啓発を図ります。

※杉並区医師会の協力のもと、事業展開してきたかかりつ
け医については、医師会への相談件数の減少により事業
を廃止しました。かかりつけ歯科医については、運営主体 ･
を歯科医師会に移行した歯科保健医療センターにおいて、
鵲な三｣ 引き続き、紹介･相談事業を行い、日ごろから相
談できる、かかりつけ歯科医の普及 ･啓発を図りました。

かかりつけ歯科医
を持つ区民の割合

65.6%

かかりつけ歯科医
を持つ区民の割合

70･0%

かかりつけ歯科医
を持つ区民の割合

62.1%
O 推進



推進プラン 3 ニーズに応じたきめ細やかな子育て支援サービスを充実します

計画

1

妊娠･出産期からの
親子の健康支援

事業名

3 ー 1ー 1

妊婦健康診査の充実

事業内容

妊娠早期から定期的に妊婦健診を受診できるよう、妊婦
健康診査受診票及び超音波検査受診票(3 5歳以上)を交
付して、安全･安心な妊娠･出産を支援します。また、母親
学級と同日に、口腔内診査を実施し、歯科保健指導を行い
ます。
健診費用の一部を受診票により公費で負担し、出産に
かかる経済的を色畑を“渚もより。助産院や里帰り(他府
県)の健診費用についても、一部を助成します。

23年度
美.経費 ･

受診件数
48,784 件

償還払し、
5,290件

24年度

, l計画 実績

受診件数

充実
50,694 件

償還払い
5,4 84 件

讓幇

◎

26年度末
目標値

充実

3ー 1ー2

出産準備教室の充実

地域で安心して出産や育児ができるよう~正しい知識の
普及、仲間づくり、地域の子育て情報の紹介を行う母親学
級を開催します。
また、父親の育児参加の動機付けを行い、両親で協力し
て子育てができるよう、平日及び休日にパパママ学級を開
催します。

母親学級(3日制)
36回

平日パパママ学級
24回

休日パパママ学級
40回

充実

母親学級(3自制)
36回

平日パパママ学級
24回

休日パパママ学級
42回

◎ 充実

3ー 1ー3

すこやか赤ちゃん訪
問事業の実施

赤ちゃんが生まれたすべての家庭を生後4か月までに訪
問し、赤ちゃんの発育状態や母親の心身の健康状態につ
し、ての相談･指導を行うとともに、地域の子育て情報を提
供します。

訪問数
4060件

(対象数
4107件)

赤ちゃんが生まれ
た
全家庭へ訪問

訪問数
4141件

(対象数
4162件)

◎

赤ちゃん
が生ま
れた全
家庭数

3ー 1ー4 乳幼児の疾病や発達の遅れ等を早期発見し、保護者に
対して適切な指導や必要な育児支援を行い、保護者の育
児不安を軽減するために乳幼児健康診査を実施します。

受診率 93.4% 受診率 94% 受診率 94 % O 受診率
95 %o

実

13
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計画 事業名 事業内容 23年度 24 度 畢栗
達高度

26年度末
目標値k 国臣女癬 計画 幸銭

3ー 1ー5

乳幼児歯科健康診
査･相談の充実

生涯を通じた歯と口の健康づくりの観点から、乳幼児の
歯科健康診査･歯科相談を行し、ます。

受診率 955 % 受診率 95 % 受診率 96.7 % ◎ 受診率
9 5 %

3ー 1ー 6

育児相談･講習会の
充実

保健センターにおいて、育児不安が大きい低月例児を持
つ保護者が利用しやすい形態で育児相談日を設け、保護
者の育児÷〆“

L ( - “乙図り、地域の子育て情報の提供や
情報交換を行います。
また、離乳食講習会は月例に応じて実施し、乳幼児の健
やかな成育のための支援を行います。

育児相談
60回

離乳食講習会
60回

充実

育児相談
60回

離乳食講習会
57回

O 充実

3ー 1ー 7

安心して妊娠･出産が
できる環境づくり

子どもを望んでいるにもかかわらず、不妊に悩む夫婦に
対し、経済的負担の大きい特定不妊治療(体外受精及び顕
微授精)賞の一部を助成します。
また~不妊相談体制の整備を図ります。

鰐定一ーツムノロフ夙只
の助成
250件 12,0 18

妊娠を望む方の基
礎講座 8回 11人

不妊専門相談
8回 フ9人

勒せ優敷 6 0 0 件

妊娠を望む方の基礎
講座 1 2 回

不妊専門相談12回

グループカウンセリ
ング12 回

団hu.- - .,燃 4 6 3 件

妊娠を望む方の基礎
講座 8回 T 0 4 人

不妊専門相談8回
1 1人

グループカウンセリ
ング8回門人

O 充実



15

計画 事業名 事業内容
23年度 24姿=度

達
事
成
業
度
26年度末
目標値- “実績 計画 実績

2

身近な地域で利用
できるサービスの充
実

3ー2ー 1

ひととき保育等、一時
預かりの充実

保護者の通院や育児疲れの解消等、すべての子育て家庭
が安心してゆとりのある子育てができるよう、子どもを預る
ひととき保育や子育てサポートセンターなどの一時預かり
髪ご凸 ･- #
に" 咎′& 板新r~設置し、充実します。

ひととき保育11所 ひととき保育= 所 ひととき保育11所 O 充実

3ー2ー2

保護者が病気や出産などで一時的に子どもの保育ができ
なくなったとき、保護者に代わって区立保育園(指定管理保
育所を除く)が定数外で子どもを受託し保育する制度です。
対象は、区内に住む生後4か月 ~ 小学校就学前の健康な
子どもで、原則として~保育時間は午前8時30分から午後5
時まででず。期間は最長1か月以内です。

区立保育園
全園実施

区立保育園
全国実施

区立保育園
全園実施 ◎ 実施

白 vノタ栗島打也

3 ー2ー3

ふれあい保育

子育て中の保護者の育児相談に応じたり、-親子で保育園
体験ができる『ふれあい保育｣を行います。

区立保育園
全国実施

区立保育園
金園実施

区立保育園
全園実施 ◎ 実施

S - 2ー4

育児相談

子育てサポートセンターでは、育児講座や来所、電話な
どの育児相談を活用しながら、育児負担の軽減をしていき
ます。
また、区立保育園全園でも育児相談を行なうことで、保護
者の育児負担の軽減や子どもの健やかな成長を支援しま
す。

区立保育園
全園実施

子育てサポート
センター 5所

区立保育園
全園実施

子育てサポート
センター 5所

区立保育園
金園実施

子育てサポート
センター 5所

◎ 実施



l6

計画 事業名 事業内容 23年度 24≦二度 事業
達成度

26年度末
目標値実績 計画 皇綣

3ー2 ー5

ファミリー ･サポート.

センター事業の充実

区民同上の枦ロ幅芸癌三.こ又援 9 ることにより~区民の交
流を進め、安心して子育てができる地域を目指します。
子育て支援が必要な区民(利用会員)と支援ができる区民
(協力会員)の相互援助活動を行う会員組織を、杉並区社△岩" ^ ｣ 委託して運営します。

会員数 1,4 84

人《内訳》
利用会員 1,0 7 9

人
協力会員 393
人
利用･協力会員 12
人

充実

会員数 1,57 0

人《内訳》
利用会員 1 176
人
協力会員 387
人
利用･協力会員 7
人

O 充実

0 2ー 6

産前産後支援ヘル
パー派遣の充奥

育児や家事を手伝い、子育ての助言や助言や
.‐のる

事で、肉体的･精神的に母親を支え~安心して育児が出来
るようヘルパーを派遣します。

産前ヘルパー派遣
1 3 世帯

産後ヘルパー派遣
1 1 8 世帯

産前ヘルパー派遣
2 0 世帯

産後ヘルパー派遣
2 0 0 世帯

産前ヘルパー派遣
2 3世帯

産後ヘルパー派遣
1 8 2 世帯

O 充実



計画 事業名 事業内容 23年度 , 24姿=度 事業
達成麿

26年度末
白煙揃

3

子育てに伴う経済
的支援

3ー3 ー 1

｢子ども手当｣の支給

次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを応援するこ
とを目的に、15歳に達した最初の3月31日までの児童を養
育する者に子ども手当を支給します。

※子ども手当

年度末対象
児童数

5 3 , 9 2 8 人

年度末対象
児童数

5 3 , 9 2 8 人

年度末対象
児童数

5 3 , 4 1 Tノ入

◎ 実施

3 ー3 ~ 2

乳幼児及び義務教育
就学児医療費助成

乳幼児等を養育する者に、当該乳幼児等の医療費の自己
負担分を助成することにより、乳幼児等の健全な育成及び
保健の向上に寄与するとともに、児童福祉の増進を図りま
す。

年度末助成
対象児童数

5 5 , 0 0 5 人

対象児童数

5 5 0 3 8 人

年度末助成
対象児童数

5 5 , 7 7 7 人

◎ 実施

計画 事業名 “ 事業内容 26年度末

77



推進プラン 4 子どもの自立を促し社会参画を進めます

計画 事業名 事業内容
23年度 , 24窒三度 事業

達成度
26年度末
目標値実績 計画 実績

1

青少年の自立支援
の推進

4 ー lー 1

青少年の自立支援や
体験のための場の設
置

様々な悩みや問題を抱えながら、解決する場のない中･
高校生世代に対して、自立支援や体験のための場を設置
します。個別の面接相談や生活自立支援、就学支援、就
労支援を行うとともに、保護者の相談や親両上が入魂、こ
る場の提供、自主性･社会性を育てる社会体験ができる場
の提供など、自立支援に向けた事業を展開していきます。

※新基本構想等の策定後、これを受けて検討を開始する
方向に事業目標を変更しました。

●

4 ー 1ー2

青少年の社会参加･
参画の推進

青少年の主体性や社会性を育み、社会参加や参画を促
進する取り組みとして、｢ユースプロジェクトすぎなみ｣の活
動を推進します。青少年が区の施策に関する提案をした
り、自ら企画･運営する新たな事業を地域の人と協力して
展開していけるよう支援します。

ユースプロジェクト
委員会 36回
オーダーメイドス
クール企画･運営
中高校生との意見
交換 1回

ユースプロジェクト
すぎなみ委員会
月2回程度

中高校生の意見
交換会 1回

ユースプロジェクト
すぎなみ委員会
28回

中高校生の図書
館利用に係る提案
発表会 1回

O 充実

4ー 1ー3

児童青少年センター
(ゆう杉)自主企画癸
現システムの推進

ゆう杉並において中高生が講座やイベント等を企画し、区
がその企画実現を支援する｢自主企画実現システム｣を活
性化させ、利用者自身が企画立案から実施まで行う事業
の数を増やしていきます。自主活動グループ(登録団体)つ
くりを支援し、中高校生世代の利用回数を増やしていきま
す。

26事業 27事業 25事業 O 30事業

4ー 1ー4

児童館における自主
的活動の支援

子どもたちの発想や意見を尊重したプログラムを実施し、
企画、準備、運営を経験する機会を提供することにより、子
供たちの自主性~社会性、創造性を培います。

全4 1児童館
実施

全4 1児童館
実施

全4 1児童館
実施 ◎ 実施

18



計画 事業名 事業内容
23年度 244三度 事業

達成度
26年度末
目標値実績 計画 実績

4ー 1ー5

ジョブスタート支援事
業の充実

就労に向けた支援をするため、社会に出る前の段階から
いろいろな人との出会いを経験し、自ら考えて実際に行動
するような体験を提供する講座を実施します。また、自立を
必要としている青少年に、保護者を適して情報が届くよう、
保護者向けの講演会を実施します。

仕事に関するアン
ケ ト 区内16校
4296件
高校教諭アンケー
ト 区内15校139件

仕事に関するアン
ケート 区内16校

体験講座の実施

仕事に関するアン
ケート 区内16校

起案体験講座の
裏施 1回

◎ 拡充

4ー 1【 6

児童青少年センター
(ゆう杉)中･高校生世
代の自主性･社会性 ･
創造性の育成支援

将来の進路や職業選択を支援するハローワーク事業、地
靭じの活動の場の紹介、イベントの企画運営等の活動を
通して、中･高校生世代の社会適応能力を高めます。

ハローワーク事業
2 回

ハローワーク事業
6回

ハローワーク事業
7 回 ◎

ノ、口 -

ワー
業
ク事

8回

4ー lー7

中学生レスキュー隊
の活動推進

区立中学校において~生徒会活動や部活動として生徒の
有志により編成するもので、救命救急技術をはじめ災害時
に役立つ知識、技能を身につける活動を通して、防災意識
や地域社会等に貢献しようという己一 ア ム炊ス- - + □“ - - -′ -メ ロ
的としています。

全校
(23校)

全校
(23校)

全校
(23校) ◎ 推進

4 ー 1ー8

次代を担う子どもたちが環境に配慮した行動がとれ
るよう、小学生親子を対象に体験型の教室を実施し
ます。

※同種の事業をすぎなみ環境情報館の受託団体で
あるN P O 法人でも実施していることから、すぎなみ環
･{ T+ ▲" ･‘‐ … 繍台することとした。このような状況切望 ln ｣ A“ず ^
の中、区主催の講座を開催することの必要性が無い
ため、平成2 3 年度から中止した。

●

. 嵩の
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計画 事業名 事業内容 -23年度 24全E度 事業
達成度

26年度末
目標値う島禧顫

- f
口l匹風 ヲ匙献嗄

2

健やかな心身の発
達の支援

4 ー2ー 1

幼小連携教育の推進

子供園･幼稚園や保育園における就学前教育と、小学校に
おける学校教育との連続性を考慮した連携を進めること
で、幼児教育から学校教育への円滑な移行を図るととも
に、より効果の高い教育活動を推進します。

幼小連携教育モデ
ル事業

9校 ･9園実施

幼小連携教育モヂ
ル事業

9校 ･9園実施

幼小連携教育モデ
ル事業

9校 ･9園実施

◎ 充実

4 ー2ー2

鴛“'、 7 胛 "膵(ハ体
験の場の提供

全児童館、料理.工作･スポーツ･野外活動･宿泊行事･高
齢者との交流･伝統行事･障害児交流事業など多彩な活動
を行い、交流と豊かな経験の機会を提供しています。 地
域児童館7館に中高校生委員会を設置し、委員会活動や
白主合而亨坐空酩た霧腸しています。

全児童館41館で実
施
9472事業

全児童館41館で実
施
11,300事業

全児童館41館で実
施
117 15事業

◎

全児童
館41館
で実施
11,500

事業

4ー2ー3

中･高校生と赤ちゃん
ふれあい事業の推進

赤ちゃんとふれ合うことで、他者への関心や赤ちゃんへ
の愛着感情を醸成し、将来の子育ての予備的な体験とな
る｢中･高校生と赤ちゃんふれあし、事業｣を児童館が中心に

なって推進します。

7児童館 9児童館 1 0 児童館 ◎
1 0

児童館

4 - 2 4

思春期サポート事業
の充実

自己肯定感を育むための冊子を作成し、区内の中学2年
生全員のほか、高校や医療機関等へも配布します。また、
心と体の悩みに対する講座や、中･高校生世代が身近な
人生の先輩でもある大学生と気軽に話せる機会を提供し、
思春期の不安定な時期をサポートします(スペースビア)。

冊子編纂会議美
施配布部数5000
部

スペースビア事
葉 月3回 3 l
回実施延412人

冊子編纂会議美
施配布部数5000
部

スペースビア事
葉 月3回 35
回実施

冊子編纂会議実
施配布部数5000
部

スペーヌビア事業
月3回 31 回実施
延380人

O 実施



2 1

計画 事業名 事業内容
23年度 24生匡度

達
事
成
業
度
26年度末
目標値実績 計画 実績

｣

4 2 一5

未成年者の飲酒･喫
煙･薬物乱用防止対
策の推進

未成年者･保護者及び関係者に対して~飲酒･喫煙･薬物
乱用防止の普及啓発を行い、未成年者が飲酒･喫煙･薬物
の乱用をしないようにします。小学5年生から中学3年生を
対象に喫煙防止ポスター･標語を募集し、優秀作品を表彰
するほか、講演会の開催、学校、保健センターへ叙何 日
及啓発用品の作成･配布を行います。

普及啓発の実施 普及啓発の実施 普及啓発の実施 O 実施

4 ー 2 ー 6

食書の推進

学校における健康づくりや食育を推進するため、研修を実
施するなど児童･生徒が生涯を通じて健康で安全な生活を
送ることができるようにします。

食書リーダー研修の実
施(1回)
食器の充実(5校)
食管教材作成(そしゃく
器の購入)

食育リーダー研修の藥
施(3回)
食器の充実(3校)
食育教材開発

食爾リーダー研修の葵
施(3回)
食器の充檗〔3校)
食前教材開発(麟入)

◎ 推進



計画 事業名 事業内容 23年度 , 24生三度 事業
"塞席庶

26年度末
目 -世,せ宝結 計画 毫鰭

3

子どもの居場所づ〈
りの推進

4 ー3ー 1

放課後の身近な遊び
場としての児童館の
充実

児童鮨が赦鞍飴の亮逸′対祚び場として、楽しく魅力ある
居場所となるように、子供たちの発想や意見を尊重したプ
ログラムを展開していきます。また、安全に過ごせる場とし
て、建物･遊具の点検や災害･不審者を想定した対策を計
画的に行います。

全4 1児童館
実施

全4 1児童館
実施

全4 1児童館
実施 ◎ 充実

4 ー 3 ー 2

学校施設を利用した
居場所づくりの推進

土曜日や放課後に子どもたちが地域の中で様々なことに
挑戦･体験ができるよう、学習やスポーツ等の機会と安全
な居場所を提供するr土曜日学校｣や｢放課後子ども教室｣
を推進します。

土曜日学校
小学校 2 8 校
中学校 1 5 校

放課後子ども教室
小学校1 4校

推進

土曜日学校
小学校 2 6 校
中学校 1 5 校

放課後子ども教室
小学校14 校

O 推進

4 ー3ー3

中高生世代の居場所
機能の充実

児童青少年センター(ゆう杉並)を利用する中･高校生世代
で構成された利用者懇談会(* )を中心に、中･高校生世代
の利用者の声を直接運営に反映するシステムを構築しま
す。安全･安心で利用しやすい施設にするための環境を整
備し、利用者のニーズに合った各種講座やイベントの充実
を図ります。また、不登校や引きこもり等の問題を抱える
中･高校生世代の利用者が、同世代の様々な価値観を持
ネテ -
t-エミガ;もじさる頃鰭としての機能を、関係機関と連携

しながら充実していきます。 (* )ゆう
杉並を利用する中･高校生世代がスポーツ、音楽、ダンス
等の分野別に行う懇談会。事業や施設の使用ルール、物
品に対する意見 ･要望を字とめ ｣ -入-. ^ 9 ↓ ,▲
つ。

利用者懇談会
職員企画9回
中高生運営委員
会企画8回

利用者懇談会
職員企画5回
中高生運営委員
会企画3回

利用者懇談会
職員企画1 0回 O

充実利
用者懇
談会
8回

4ー3ー4

児童館の役割･機能
等の検証･充実

児童館がこれまで担ってきた子どもの健全育成の役割を
はじめ、｢児童館等のあり方検討会報告｣等に基づき取り組
まれてきた各種の事業などを評価･検証のうえ、児童館を
取り巻く環境変化等を踏まえた新たな施設･事業展開に係
る方針を検討･策定し、段階的に具体化を図ります。

※新基本構想等の策定後、これを受けて検討を開始する
方向に事業目標を変更しました。

●
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推進プラン 5 特に支援が必要な子どもたちの成長を守ります

計画 事業名 事業内容 ,

. - 23年度 24≦度 事業
;圭祁時

26年度末
目標値= “

“室繍 計画 奏箱

1

子育てセーフティ
ネットの構築

5ー 1ー1

虐待通報･相談支援
体制の充実

虐待通報･相談に対して、迅速かつ的確に対応できるよう~
子ども家庭支援センターの組織の強化を図るとともに、保
健センター･福祉事務所等が支援する家庭を含め、区全体
の児童虐待対策の施策マネジメン F…-‐‘“ ‘-‘… … -C ]寸 ′ ,一･^ “ ‐-
を確立します。

充実 充実 充実 O 充実

5ー 1ー2
育児不安が強い~又は虐待について悩んでし、る保護者に
対し、精神科医師や臨床心理士等による｢保護者のこころ
の相談｣、同じ悩みを持つ親のグループで専門家の助言を
受け自分自身を振り返る『グループカウンセリング｣を保健
センターで実施、相談を氷ふみ｣親丁に廻ごせるr子育てサ
ロン｣を子ども家庭支援センターで実施します。

保護者のこころの相
談

61回
グループカウンセリ
ング

118回
子育てサロン

140回

保護者のこころの相
談

60回
グループカウンセリ
ング

120回
子育てサロン

140回

保護者のこころの相
談

61回
グループカウンセリ
ング

120回
子育てサロン

141回

◎ 充実

充実

5ー 1ー3

ゆうライン相談等の充
美

区民が子どもや子育てのことで困ったとき、子ども自身が
悩んだとき、身近なところですぐに相談を受け受けます。継

乙恵 lr臍南円相談で爾鯨三協… 蝉 r より、虐
待などの早期発見とケースの軍鶏化を予防します。

充実 充実 充実 O 充実

5 ー1ー4

要支援家庭への訪問
等の充実

虐待や養育困難、育児不安など、子どもの健全な成長が
懸念される家庭に対する見守りとご…㈹≠↑官房★行いま
す。また、この訪問を養育支援が特に必要と思われる家庭
に対し、要支援家庭育児支援ヘルパー事業としてヘル
パー等を派遣して家事援助等を行います。

訪問件数
1,421世帯
31 96件

訪問件数
1,510世帯
3,585件

訪問件数
1,695世帯
3,288件

O 拡充

23



24

計画 事業名 事業内容
23年度 24隻二度 事業

達鳶睦
26年度末

宝籤 計画 空籤

5ー 1ー5

見守りサポート事業の
充実

0 児童相談所が ロサ□-- -÷‘+ 娩訛措置を行った児童
が、家庭復帰した後の家庭への見守り支援を行います。

実施 実施 実施 O 実施

5 1一6

子どもショートステイ
事業の充実

家族だけでは対応できない緊急時に、宿泊で子どもを預か
り、親の負担軽減と子どもの安定を図ります。
占UJ酒 気守 亡 時的に養育困難となった子どもにつ

いて、乳児院や児童養護施設への短期間の入所業務を委
託します。

0 ~ 1歳 1所
2 ~ 1 2歳 1所

充実 0 ~ 1歳 1所
2 ~ 1 2 歳 1所 O 充実

5ー 1ー 7

児童虐待防止のため
のネットワーク強化

0 区民や関係機関からの児童虐待通報を受け、対応しま
す。
0 要保護児童対策地域協議会を運営し、代表者会議~実
務者会議、個別事例検討会、研修等を行います。

個別事例検討会
83回

研修の実施
3回

充実

個別事例支援会
議

81回
研修の実施

7回

O 充実
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計画 事業名 事業内容
23 拝, , 24 4ヱ度 事業

達嘉陛
26年度末
目標値

2

ひとり親家庭自立
支援の充実

5ー2 ー 1

ひとり親家庭相談の
充実

離婚前及び離婚後の相談事業の充実を図り、三箇所の福
祉事務所と子ども家庭支援センターで総合的なひとり親家
庭の相談にのり、適切なアドバイス及び関係機関に繋ぎ
個々に応じた支援を行います。また、ひとり親家庭支援の
ためのパンフレットを発行し、周知を図ります。

相談件数
2832件

相談件数
3000件

パンフレット発行
(隔年)

3000部

相談件数
2683件

パンフレット発行
(隔年)

3000部

O 充実

5ー2ー2

就業支援の充実

ひとり親家庭の親~特に母子家庭の母が、安定した職業に
就き、自立できる収入が得られるよう、母子自立支援プロ
グラム策定員がプログラム策定を行い、就労に関する様々
なメニューを活用して支援していきます。
また、就労に結びつく区の指定した講座及び国家資格が取
得できる修学に対して給付金を支給します。

ひとり親目髯又援
プログラム策定数

5 6 件
教育訓練給付金
支給 4 人
高等技能訓練促
進費 2 0 人
セミナーの開催

2 回

ひとり親自立支援
プログラム策定数

7 0 件
教育訓練給付金
支給 4 人
高等技能訓練促
進費 1 7 人
セミナーの開催

1回

ひとり親自立支援
プログラム策定数

5 9件
教育訓練給付金
支給 6 人
高等技能訓練促
進費 2 4 人
セミナーの開催

1回

◎ 推進

5ー2ー3
子どもの養育が困難な母子家庭ン母親と子どもが一緒に
利用できる民間母子生活支援施設に対し、改築費用の助
成を行い、母子家庭の安全･安心な生活の場としての機能
の充実を図ります。
また、配偶者からの暴力を受けた母子世帯の緊急一時保
護を行う施設としても活用します。

壤築 艘築 艘 ◎
2 4 年度
-險工鳥 ｣ +′凸又 ]“′i巴-况

整備

5ー2ー4

ひとり親ホームヘル
パー派遣の充実

義務教育終了前の子どもがいるひとり親家庭が、就労等
何らかの事情で日常生活に支障をきたしている場合に、家
事または育児などを支援するヘルパーを必要な範囲で派
遣を行います。
ひとり親休養ホームの利用料金の一部を助成します。

派遣日数
2584日

派遣日数
2844日

派遣日数
3207日 ◎ 充実



26

計画 事業名 事業内容 , 23年度 24 4E度 事業
達成度

26年度末
目標値癸續 計画 実績

5ー2ー5

ひとり親自主グループ
の支援

ひとり親家庭同士が、ネットワーク等で繋がり、お互いに励
まし合えたりできるようにします。

イベント回数
2回

イベント回数
2回

イベント回数
2回 ◎ 推進

5ー2ー 6

児童扶養手当･児童
育成手当の支給、ひ
とり親家庭等医療費
の助成

ひとり親家庭等の J R ･ トーT ′ .- - .Hコス -- - ÷‐…'. ･ 児 童
の健やかな成長を図るため、児童扶養手当及び児童育成
手当の支給、医療費助成を行います。

年度末
対象者数

児童扶養手当
2 , 4 9 4 人

児童育成手当
4 , 0 2 5 人

ひとり親家庭等
医療費助成
2 , 8 2 2 人

年度末
対象者数

児童扶養手当
2 , 6 4 4 人

児童育成手当
3 , 8 8 2 人

ひとり親家庭等
医療費助成
2 , 9 0 1人

年度末
対象者数

児童扶養手当
2 , 6 5 0 人

児童育成手当
4 , 0 0 1 人

ひとり親家庭等
医療費助成
2 ,フ6 8人

◎ 実施
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計画 事業名 事業内容
23年度 244三度

達
事
成
業
度
26年度末
目標値異紙 計画 実績

3

障害のある子ども
への発達に応じた
支援の充実

5 ー3ー 1

相談･療育機能の充
実

発達に遅れのある区内在住の18歳未満のこどもとその保
護者を対象に、専門職による相談(専門相談 ･医療相談)･
指導(言語心理指導･理学療法･作業療法)を行うことによ
り、対象者の発達全般を促すと共に保護者が障害を正しく
理解し適切か対成れ℃できるよう支援します。

保育園･幼稚園を専門職(医師、心理戦等)が巡回訪問し、
園の職員に対し助言指導を行います。

たんぽぽ園通園児
延べ137人
こども発達セン
ター登録児数 909
人

たんぽぽ園通園児
延べ165人
こども発達セン
ター登録児数 900
人

たんぽぽ園通園児
延べ180人
こども発達セン
ター登録児数
1052人

◎ 充実

5 ー3ー2

発達障害児の支援の
充実

発達障害児専門相談は3~ 5歳児を対象とし、対人関係や
三一 ｣;□馬な…色 . a 了の相談に応じます。
専門医師･′心理職が診察や検査を通し、こどもの様子を拝
見し、指導への橋渡しを行し、ます。

発達障害児グループ指導は社会性やコミュニケーションの
発達を促す指導を、小人数のグループで実施します。
心理職2~ 3名により、区立施設を活用し区内5箇所で実施
します。

発達相談
2 所 84人
グループ指導
22 G 158人

グループ指導延べ
指導件数 10 15
件

発達相談
2所 96人
グループ指導
22 G 154 人

グループ指導延べ
指導件数 108 7
件

発達相談
2 所 91人
グループ指導
22 G 14 6人

グループ指導延べ
指導件数 989件

◎ 充実

5ー3ー3

保育園･子供園･幼稚
園等での障害児の受
入･支援の拡大

障害のある子どものために、保育園における障害児保育
の充実、子供園･幼稚園での介助員の配置、及び学童クラ
ブでの障害児の受け入れ体制の拡充を図るとともに、保育
園･子供園･幼稚園の巡回指導を強化して支援を行ないま
す。
また、児童館でも発達の遅れや、障害のあるこども達が
楽しめるプログラムを工夫し、充実を図ります。

(うち障害児指定園6
所)
区立子供園 4所
区立幼稚園 2所
学童クラブ 49所
重度重複障害児愛
入
1所
利用促進児童館20
所
巡回指導 充実

(うち障害児指定7
所)
区立子供園 4所
区立幼稚園 2所
学童クラブ 49所
重度重複障害児受
入
1所
利用促進児童館20
所
巡回指導充実

繁裟=川床門 - - " "
(うち障害児指定7
所)
区立子供園 4所
区立幼稚園 2所
学童クラブ 49所
重度重複障害児受
入
1所
利用促進児童館20
所
巡回指導 充実

◎ 充実
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計画 事業名 事業内容 年度 24生
- -
口IEgI

度 事業 26年度末
呂

･ 3ー4

障害等のある児童･生徒に必要な教育的支援を行うため、
ー, ‐

$′ "̂★増散するとと綱こ、介助員･介助員ボラン
ティア･学習支援教員等、学校への人的支援の充実を図り
ます。
また、就学前機関と教育委員会とが連携し、就学前の支援
こ付刀U又路受轉に活かしていきます。児童 ･生徒のライフ
ステージに応じた適切な支援を行うため｢個別の教育支援
計画｣(※)の作成を推進します。

※｢個別の敷島文塚司吉｣→教育上、特別な支援を必要と
する幼児･児童･生徒の一人ひとりのニーズを正確に把握
し、適切に対応し、長期的な視点で学校教育機関を通じ
て、一貫して的確な支援を行うことを目的として策定する計
画。

･介助員･介助質ポラ
ンティア･学習支援教
員の充実
通常学級介助員14
人
介助員ボランティア
4 ,8 5 7 日

･学習支援教員
30人(3 = 4日)
･情緒障害学級6校
･特別支援教育推進
計画の推進

･介助員･介助員ポラ
ンテイア･学習支援数
員の充実
通常学級介助員14
人
介助員ボランティア
5 ,00 0 日

･学習支援教員
20人(3520日)
･情緒障害学級6校
･特別支援教育推進
計画の推進

‘介助費･介助員ポラ
ンティア･学習支援教
員の充実
通常学級介助員l8
人
介助員ボランティア
5,689日
y学習支援教員
30人 (3243日)
･情緒障害学級6校
･特別支援教育推進
計画の推進

◎ 拡充

テイア･学習支援教員等
ます。
また、就学前機関と教寶

申す力-弘文マ反女久胃 uJ丁比戈±


